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一
月
二
十
七
日
田
、
長
山
協

一
山

の
セ
ミ
ナ
ー
」
が
あ
が
た
の
森
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
、
二
十
人
ほ
ど
の

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
は
協
会
員
に
よ
る
海
外
登
山

が
少
な
く
、
海
外
登
山
報
告
は

一
本
。

「
登
山
初
級
者
が
行
く
海
外
遠
征
」

と
題
し
て
、
松
本

マ
ウ
ン
テ
ン
フ
ィ

ー
ル
ド
会
員
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
の

渡
辺
大
智
氏
よ
り
、
同
僚
の
方
と
二

人

（と
も
に
研
修
医
）
で
登

っ
た
キ

リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
登
山
の
報
告
と
、
短

期
で
高
山
に
登
る
場
合
の
高
山
病
リ

ス
ク
に
つ
い
て
、
過
去
の
事
故
事
例

を
挙
げ
医
学
的
視
点
を
踏
ま
え
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

医
科
学
分
野
か
ら
は
日
本
登
山
医

学
会
認
定
国
際
山
岳
医
師
三
浦
裕
氏

よ
り
、
‐
冬
山
と
夏
山
の
山
岳
診
療

所
で
経
験
し
た
症
例
か
ら
学
ぶ
こ
と
」

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
赤
岳
鉱
泉

山
岳
診
療
所
お
よ
び
蝶
ケ
岳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
診
療
所
に
お
い
て
診
療
に
尽

力
さ
れ
た
経
験
か
ら
、
い
く

つ
も
の

事
例
を
挙
げ
て
登
山
者
に
身
近
な
凍

傷
や
高
山
病
の
防
ぎ
方
と
初
期
対
応

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
示
唆
に
富
む

内
容
で
し
た
。

遭
難
対
策
分
野
か
ら
は

「
雪
が
織

り
な
す
物
語
」
と
題
し
て
、
信
州
大

学
名
誉
教
授
、
大
町
市
立
山
岳
博
物

館
館
長
鈴
木
啓
助
氏
よ
り
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
雪
が
で
き
る
ま
で
の
細

か
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
な
ど
を
あ
ら
た
め

て
学
び
、
「
雪
は
天
か
ら
送
ら
れ
た

手
紙
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
理
由
が

分
か
る
内
容
で
し
た
。
ま
た
、
日
本

は
世
界
有
数
の
豪
雪
地
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
登
山
者
は
入
山
前
数
日

の
天
候
や
気
温
の
情
報
か
ら
表
層
雪

崩
の
危
険
度
を
予
測
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
の
お
話
で
し
た
。

九
回
日
を
迎
え
る
ウ
イ
ン
タ
ー
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
ｉｎ
八
ケ
岳
が

．月
十
七

日
～
十
八
日
に
か
け
て
赤
岳
鉱
泉

・

行
者
小
屋
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

赤
岳
鉱
泉
の
柳
沢
大
貴
氏
の
ご
理
解

を
得
て
、
行
者
小
屋
に
二
十
五
名
の

長
野
県
山
岳
協
会
員
が
集
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
初
心
者
、
指
導
者
資

格
取
得
希
望
者
、
上
級
者
と
各
班
に

分
か
れ
、
取
り
組
み
ま
し
た
。

交
流
会
、
研
修
会
な
ど
の
様
子
も

コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
戻

っ
た
感
じ
を
強

く
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

私
は
指
導
者
資
格
取
得
希
望
者

ヘ

の
事
前
講
習
と
し
て
、
任
意
参
加
の

初
日
は
ジ

ョ
ー
ゴ
沢
で
の
雪
上
歩
行

の
研
修
、
二
日
目
は
阿
弥
陀
北
稜
で

ロ
ー
プ
を
使
用
し
た
登
下
降
の
研
修

に
同
行
し
ま
し
た
。

普
段
実
践
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
雪

上
の
歩
行
と
、

ロ
ー
プ
を
使

っ
た
行

動
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル

で
、
反
復
復
習
し
な
か
ら
指
導
者

ヘ

向
け
て
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
間
、
冬
山
に
し
て
は
暖
か
す
ぎ

る
感
は
あ
り
ま
し
た
が
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
外

で
の
活
動
は

充
実
し
た
も

の
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、

屋
内
で
の
交

流
に

つ
い
て

も

一
層
充
実

し
た
意
思
疎

通
、
情
報
交

換
の
場
に
な

っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
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醤脇会ニュース 肱ル  (2)

ジ
ョ
ニ
ア
登
山
教
室

二
月
二
日
に
、
一
み
ん
な
で
登

ろ
う
―
　
雪
の
た
か
か
り
山
六
イ

ク
」
を
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
と
の

共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。

子
ど
も
四
名
、
親
四
名
、

ス
タ

ッ
フ
四
名
の
参
加
で
し
た
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
取
材
も
入
り
、
賑
や
か
な
パ

ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

集
合
時
間
九
時
、
初
め
の
会
を

開
き
、
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

大
町
市
内
の
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
伊
那
か
ら
参
加
さ
れ

た
方
も
み
え
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
交
代

で
先
頭
を

変
わ
り

つ
つ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
リ
ー

ド
し
て
行
き
ま
す
。
途
中

セ
ン
タ

ー
の
赤
梅
さ
ん
か
ら
動
物

の
足
跡

な
ど
の
説
明
が
あ
る
と
、
興
味
深

そ
う
に
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

降
雪

の
後
、
雨
が
降

っ
た
た
め
、

柔
ら
か
い
雪
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
み
ん
な
バ
ラ
ン
ス
よ
く
登

っ

て
い
き
ま
し
た
。

十

一
時
半
位
に
鷹
狩
山
山
頂
に

着
き
ま
し
た
。
人
気
は
快
晴
、
鹿

島
槍
を
は
じ
め
、
人
町
の
山
が

一

望
で
す
。
好
き
な
場
所
で
お
昼
を

食
べ
て
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

下
山
は
凍

っ
た
道
も
難
な
く
通

過
し
、
そ
り
遊
び
を
し
な
か
ら
登

山
口
に
帰
着
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も

一
様
に
楽
し
か

っ
た
様
子
で
、
「
ま
た

一
緒
に
登

れ
た
ら
い
い
ね
。
」
と
終
わ
り
の

会
で
話
を
し
て
い
た
の
か
印
象
的

で
し
た
。

ソ
ュ
ニ
ア
委
員
会

栗
　
原
　
　
　
久

台
湾
学
生
雨ヨ
山
研
修
会

二
月
十
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
、

台
湾
の
国
立
政
治
大
学
山
岳
部
の

Ｏ
Ｂ
二
人
を
含
む
学
生
ら
八
人

（
う
ち
女
性
二
人
）
が
雪
山
研
修

の
た
め
に
来
日
し
た
。
当
初
は
山

岳
セ
ン
タ
ー
ヘ
受
け
入
れ
の
打
診

が
あ

っ
た
が
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、

日
程
的
に
主
催
事
業
と
の
関
係
で

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
代
わ

っ
て
国
際
委
員
会
が
受

け
入
れ
、
中
島
俊
弥
国
際
登
山
委

員
長
が
内
容
を
詰
め
、
実
施
に
至

っ
た
。
講
師
は
中
島
、
赤
田
幸
久
、

大
西
浩
が
担
当
し
、
入
山
準
備
補

助
及
び
留
守
本
部
対
応
を
西
回
均

が
担
当
し
た
。
十
三
日
は
山
岳
総

合
セ
ン
タ
ー
で
大
西
が

「
雪
山
に

入
山
す
る
た
め

の
事
前
知
識
」

「
雪
崩
サ
ー
チ
＆
リ
サ
ー
チ
」

に

つ
い
て
机
上
講
習
を
行

っ
た
後
、

夜
遅
く
ま
で
入
山
の
た
め
の
装
備

・
食
糧
の
準
備
を
入
念
に
行

っ
た
。

研
修
は

「
雪
を
知
り
、
親
し
み
、

そ
の
リ
ス
ク
を
知
る
」
と
い
う

コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
八
人
を
二
班

に
分
け
、
十
四
日
か
ら
十
六
日
ま

で
鹿
鳥
槍

ス
キ
ー
場
上
部
黒
沢
尾

根
を
会
場
に
、
雪
質
の
観
察
、
雪

上
生
活
技
術
、
歩
行
技
術

（
つ
ば

足

・
ア
イ
ゼ

ン

・
わ
か
ん
）
、
ピ

ッ
ケ
ル
ワ
ー
ク
、

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、

危
急
時
対
策
と
し
て
の
シ
ェ
ル
タ

ー
作
成
、
雪
崩
サ
ー
チ
＆
レ
ス
キ

ュ
ー
な
ど
を
行

っ
た
て

入
山
初
日
の
卜
四
日
は
快
晴
で

汗
ば
む
ほ
ど
だ

っ
た
が
、
十
五
日

は
曇
天
で
午
後
か
ら
は
雨
。
夜
半

か
ら
は
前
線
の
通
過
で
強
風
と
な

り
、
気
温
も

一
気
に
低
下
し
、
十

六
日
の
撤
収

・
下
山
時
は
吹
雪
と

な

っ
た
。
冬
山
の
様
々
な
顔
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
よ
い
経

験
に
な
っ
た
。
参
加
者
の
う
ち
四

人
は
雪
を
見
る
の
も
初
め
て
と
い

う
こ
と
だ

っ
た
が
、
皆
雪
に
触
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
つ
つ
研
修
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
だ

っ

た
。
言
葉
の
壁
を
越
え
て
、
国
際

交
流
の
輪
が
広
が
る
よ
い
研
修
会

だ

っ
た
。

登
山
部
長
　
・大
　
西
　
　
　
壮
旧

松 本 市 安 曇 中 の 湯

TEL 0263 05 240フ
FAX 0263 95 2514

奥終高・前荘高を
な軋できる場¨ 0'

夏は焼岳.冬は上高地の
基地として満喫して下さ

い。

スノーンユーレンタル有

中の湯温泉旅館
爺
ケ
岳
＆
鹿
島
槍
ケ
岳

北
ア
ル
プ
ス
入
門
コ
ー
ス
ベ
ス
ト
ワ
ン

柏
原
新
道
で
手
に
入
れ
る
大
パ
ノ
ラ
マ

冷
池
山
荘
‐
種
池
山
荘
‐
新
越
山
荘

連
絡
先

大
町
市
平
借
馬
５
３
２
３
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Ｌ
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２
６
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１
２
２
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１
２
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３

松本市上高地
TEL 0263 95 2206
冬期事務所 (11月中旬-4月中旬

松本市浅間温泉3-26‐ 10
TEL 0263-46-1358
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(3)“漏協会=コ
ース ″2,2

船
パ
岳
反
会
ラ
イ
フ
＆
マ
ウ
ン
ト

鸞
ホ
マ
ウ
ン
テ
ン
フ
ィ
ー
ん
ト

年
末
年
始
で
槍
ケ
岳
に
行

っ
て

き
ま
し
た
。
槍
平
小
屋
か
ら
取
付

く
の
で
は
な
く
、
中
崎
尾
根
末
端

か
ら
登
り
ま
し
た
。

核
心
は
千
丈
沢
乗
越
に
上
が
る

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
飛
騨
沢
か

ら
登

っ
て
い
る
人
は
見
か
け
ま
し

た
が
、
同
じ
ル
ー
ト
を
行
く
人
と

は
す
れ
違
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

長
い
尾
根
を
登
る
こ
と
で
、
槍

ケ
岳
の
大
き
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

■
鉢
盛
山

１
月
１３
～
１４
日

■
甲
斐
駒
ケ
岳
、
黄
蓮
谷
左
俣

１
月
１１
～
１２
日

ア
イ
ス
ル
ー
ト
と
し
て
も
人
気

の
高
い
黄
蓮
谷

へ
、
成
人
の
日
の

連
体
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

直
前
で
積
雪
が
あ

っ
た
も
の
の

雪
崩
れ
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
水
結

状
況
も
上
々
―

広
人
な
黄
蓮
谷
で
は
、
桁
違
い

な
ス
ケ
ー
ル
の
水
瀑
が
次
か
ら
次

へ
と
現
れ
、
終
始
飽
き
る
こ
と
な

く
楽
し
く
登
る
こ
と
が
で
き
ま
し

，た
。

（
横

澤

　

充

）

今
シ
ー
ズ
ン
は
降
雪
が
少
な
い

の
で
八
ケ
岳
な
ら
尚
更

ア
プ

ロ
ー

チ
は
楽
だ
ろ
う
と
油
断
し
て
い
た

が
、
沢
に
は
前
日
に
降

っ
た
乾
い

た
雪
が
溜
ま

っ
て
い
て
、
膝
下
の

ラ
ッ
セ
ル
に
手
こ
ず

っ
た
。

取
付
き
付
近
の
水
は
や
や
水
分

が
多
か

っ
た
が
、
標
高
が
上
が

る
ほ
ど
氷
も
固
く
も
ろ
く
な
り
、

変
化
す
る
水
を
快
適
に
楽
し
め
た
。

初
日
は
吹
雪
で
、
小
鉢
盛
山
の

手
前
で
テ
ン
ト
を
張
り
ま
し
た
。

新
年
会
を
兼
ね
、
久
じ
ぶ
り
の
冬

山
テ
ン
ト
宴
会
は
と
て
も
楽
し
く

で
き
ま
し
た
。

翌
日
は
快
晴
で
し
た
が
、
人
山

者
は
他
に
誰
も
な
く
、
終
始
新
雪

ラ
ッ
セ
ル
の
た
め
思

っ
た
以
上
に

時
間
が
か
か
り
、
頂
上

へ
の
登
り

の
手
前
で
残
念
な
が
ら
下
山
し
ま

し
た
。
山
歩
き
は
十
分
楽
し
め
ま

し
た
。
　

　

（
小

野

文

孝

）

■
槍
ケ
岳

１２
月
２９
日
～
１
月
３
胡
‐
　
′〓

加
藤
他
１
名

■
陣
馬
形
山

１
月
８
日
　
　
　
　
　
　
７
名

澄
ん
だ
青
空
と
輝
く
雪
を
冠
し

た
中
央
ア
ル
プ
ス
・
南
ア
ル
プ
ス

を
眺
め
な
が
ら
の
陣
馬
形
山
例
会

諏
読
出
岳
ハ
な

口
広
河
原
沢
３
ル
ン
ゼ

ー
月
３
日
　
　
　
内
山
、
狭
間

師
田
山
岳
（
一

槍とともに100年7′Lピース
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久丼田ひかりのお店
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山
行
は
、
山
を
楽
し
め
る
状
態
で

あ
る
こ
と
、　
一
緒
に
歩
け
る
山
仲

間
が
い
る
こ
と
、
身
近
に
す
ば
ら

し
い
展
望
の
山
が
あ
る
こ
と
の
幸

せ
を
思
い
な
が
ら
の

一
歩

一
歩
で

し
た
。

■
蟻
の
増
渡
り

１
月
７
日
　
　
　
　
　
　
３
名

好
天
に
恵
ま
れ
、
八
方
晩
ま
で

辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

牧
之
の
占
道
に
入
り
、
小
赤
沢
ま

で
、
苗
場
神
社
か
ら
山
場
登
山
口

．
合
日
に
入
り
最
終
日
的
地
苗
場

山
山
頂
ま
で
、
総
延
長

一
一
０
キ

ロ
の
道
の
り
に
な
り
ま
す
。　
一
日

セ
ク
シ
ョ
ン
毎
に
分
け
て
登
る
の

が
ベ
ス
ト
で
す
。
途
中
水
場
、
テ

ン
ト
場
、
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す
が
、

場
所
に
よ
っ
て
は
ト
イ
レ
、
水
場

が
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
確

認
を
し
て
か
ら
登
る
の
が
良
い
と

思
い
ま
す
。
詳
し
く
知
り
た
い
方

は
、
な
べ
く
ら
森
の
家
に
お
聞
き

、
さ
い
。

（電
話
番
号
〇
二
六
九

―
六
九
―
二
八
八
八
）

今
年
は
、
関
田
山
脈

一
帯
に
熊

が
多
く
出
没
し
て
い
ま
す
。
鈴
や

携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
、
音
が
出
る
も

の
を
必
ず
身
に
着
け
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
尚
、
テ
ン
ト
泊

す
る
場
合
に
は

一
人
テ
ン
ト
は
避

け
た
方
か
良
い
と
思
い
ま
す
。

北
信
に
あ
る
関
田
山
脈
の
尾
根

を
伝
い
、
人
河
と
火
山
が
生
み
出

し
た
苗
場
山
麓
の
大
地
を
縫
う
信

越
ト
レ
イ
ル
は
、
第

一
セ
ク
シ
ョ

ン
か
ら
第
―
セ
ク
シ
ョ
ン
ま
で
総

延
長

一
一
０
キ

ロ
に
及
ぶ
ロ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
で
す
。
出
発
点
は
、
斑

尾
山
山
頂
か
ら
黒
岩
山
、
仏
ケ
峰
、

鍋
倉
山

（
写
真
）
、
黒
倉
山
、
関

田
峠
、
牧
峠
、
伏
野
峠
、
野
々
海

峠
、
天
水
山
か
ら
里
に
降
り

一
般

道
を
歩
き
、
森
宮
野
原
駅
を
通
り

結
東
温
泉
ま
で
。
結
東
温
泉
に
は

映
画
の
舞
台
に
も
な

っ
た
中
津
川

渓
谷
の
観
光
名
所
、
三
倉
橋
が
あ

り
ま
す
。
二
倉
橋
は
吊
り
橋
に
な

っ
て
お
り
、
渡
る
時
は
け

っ
こ
う

揺
れ
る
の
で
注
意
。　
一
般
道
を
歩

き
人
赤
沢
ま
で
、
途
中
か
ら
古
道

お
詫
び
と
訂
正

前
二
五

一
号
の
国
体

ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
大
会

の
記
事

で

「
野
本
」
選
手
の
お
名
前
が

一
野

中
」
に
な
っ
て
お
り
、
大
変
失
礼

い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
詫
び

し
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
北
信
支
部
長

松

山

武

彦

嘔 の 塔 渡 り

ち
よ
っ
こ
先
駆
０
　
　
　
・

夏
山
登
山
教
室
の
お
知
ら
せ

東
北
信
支
部
　
和

田
　
　
司

期
　
日
令
和
六
年
六
月
八
日
０

内
　
容
雁
田
山
七
五
九

ｍ

（上
高
井
郡

小
布
施
町
　
四
時
間
程
度
）

座
　
学
石
井
ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る

「
安
全
登
山
の
基
礎
知
識
」

募
　
集
小
学
四
年
以
ト
　
ニ
ー
名

小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴

参
加
費
　
五
〇
０
円

集
　
合岩
松
院
駐
車
場
　
七
時
半

申
　
込
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま
す

東
北
信
支
部
ホ
ワ
イ
ト
バ
ー
チ

長
野
　
代
表
　
和

Ш

　

司

〓
匡
，
し
〓
ｏ，
』
”
∞
”
つ
ｏ
Ｏ
”
き
ヽ
■

締
切
日
五
月
二
十
四
日
０

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

●
と
”
は
「
ミ
ー

て
実
し

¨
と
”
は
「
廃
，

て
美
し

双
煮

中
利
０

〒
皿
皿

松
本
市
た
ヽ
ニ
ー
ニ
ー
贅

肌
（Ｏ
二
失
■
〓
〓
一―
ニ
ユ
夫
ニ

＝
（Ｏ
二
失
二
）
二
夫
ｌ
ｔ
一
二
人

長
野
県
出
岳
協
会
の

個
人
会
員
に
な
り
ま
し
よ
う

信
州
の
山
に
登
り
．
学
び
続
け
る
。

安
全
で
豊
か
で
楽
し
い
登
山
の
実
践

を
目
指
し
．
ご

一
緒
し
ま
せ
ん
か
。

各
種
特
典
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

「個
人
会
員
」
か
ら
。

山
の
写
真
や
コ
メ
ン
ト
．
０
１
カ
ル
情

報
．
協
会
情
報
の
共
有
な
ど
．
み
ん
な

で
創
る
楽
し
い

●
ΦＯ
ベ
ー
ジ
を
目
指

し
ま
す
。
協
会
員
の
み
な
さ
ま
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
●

，
投
稿
〓
お
問
合
せ
は
メ
ー
ル
フ
ォ
ー

ム
か
ら
～
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